
株式会社 ヤマトテクノ SDGs宣言
当社は、「誰もが安心して住める場所の提供」という経営理念のもと、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

「住居の安全」を提供 環境と地域に配慮した事業活動
適切な改修工事や建物の安全性検査・メンテナンス

を通じて、誰もが安心して生活できる住環境の提供に

努めます。お客様の多様なニーズにお応えできるよう、

更なる施工技術の向上に取り組みます。

環境問題を重要な経営課題の一つであると認識し、

適切な廃棄物処理・リサイクル・大気汚染防止等に取

り組みます。また、施工現場近隣への環境に配慮した

事業活動を実施してまいります。

【主な取り組み】
安全基準・事故防止マニュアルに則った業務の実施、

安全教育の実施、保険への加入、施工技術の研究

開発

【主な取り組み】
アスベスト除去装置・同用水処理装置の導入、ペット

ボトルキャップ回収運動、ペーパーレス化推進、自動

感知蛇口の利用（節水）

女性活躍、次世代の育成 地域社会との共生
女性の活躍を推進するとともに、誰もが活躍できる健

康と安全に配慮した職場づくりに努めます。熟練工の

高度な技術・技能の継承に努め、次世代を担う若手

の育成に取り組みます。

地域インフラを支える技術集団として、地域とのつな

がり・連携を大切にし、地域課題の解決や地域経済の

活性化に取り組み、地域社会の発展に貢献してまいり

ます。

【主な取り組み】
ハラスメント対応、女性の積極登用、班体制による

熟練工の活用、積極的な社員教育（OJT）、資格取得

支援、社内勉強会・研修の実施、健康の維持・増進

【主な取り組み】
地元企業を優先した取引、地域原材料の優先利用、

ステークホルダーとの積極的な対話、地域行事への

積極参加

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


